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風かおる
　人が輝き
　　躍動するまち

2019
（令和元年）
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No. 694

TDK（=苫前町少年少女体験教室）で
　　　　　　　サツマイモ植え
　５月26日（日）苫前町公民館の花壇スペースで行
われたサツマイモ植えの様子。
　小学校１年生～６年生の25人が年10回程度の体験
教室を行う。今回植えたサツマイモは秋に収穫し、
12月にはスイートポテトを作ることになっている。
当日は苫前商業高等学校の生徒達も参加、最後は出来
映えに満足していたようだった。

■議会構成が決まるほか･･･２
■白バイ走行を見学ほか･･･３
■まちなかサロンほか･･･４
■平和の鐘奉賛会による慰霊法要ほか･･･５
■町の機構図ほか･･･６～７
■健康ばんざい･･･８
■地域包括ケアだより･･･９
■介護保険ガイド･･･10
■国民年金･･･11
■学びの広場･･･12
■住まいる情報･･･13～15
■ちびっ子ギャラリー･･･16

まちの人口
人　口／3,082人（男／1,470人：女／1,612人）
世帯数／1,524世帯 （5月31日現在）
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苫
前
町
議
会
議
員
選
挙
後
初
と
な

る
苫
前
町
議
会
臨
時
会
が
５
月
８
日

（
水
）
に
招
集
さ
れ
、
議
会
構
成
を

決
定
し
た
。

　

最
初
に
議
員
８
名
に
よ
る
議
長
・

副
議
長
の
選
挙
を
行
っ
た
。
議
長
に

阿
部
俊
一
議
員
、
副
議
長
に
田
沢
收

議
員
を
選
出
し
た
。
議
席
の
指
定
の
後
、

総
務
産
業
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
な
ど
の
委
員
長
、
副
委
員
長

な
ど
選
任
し
た
。

　

新
体
制
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
、
委
員
の
氏
名
は
議
席
順
）

議会構成が決まる　～５月８日（水）開催の町議会臨時会で～
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職業を知るガイダンス開催　～苫前商業高等学校～
　

５
月
８
日
（
水
）
苫
前
商

業
高
等
学
校
（
佐
藤
雅
人
校

長
）
で
職
業
を
知
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
開
催
さ
れ
、
全
生
徒

29
人
が
参
加
し
た
。

　

進
路
意
識
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
道
内

専
門
学
校
７
校
の
担
当
者

が
、
資
格
や
仕
事
内
容
に
つ

い
て
生
徒
た
ち
に
説
明
を
し

た
。

　

説
明
会
に
参
加
し
た
生
徒

は
「
視
野
が
広
が
る
。
高
校

生
活
の
学
習
が
大
事
だ
」
と

今
後
の
進
路
を
前
向
き
に
考

え
て
い
た
。

　

専
門
学
校
側
か
ら
は
「
先

輩
方
か
ら
の
助
言
を
交
え
な

が
ら
、
資
格
を
少
し
で
も

取
っ
て
社
会
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

魅力ある地域をつくっていくために　～苫前地方創生塾フォーラム～
　

５
月
13
日
（
月
）
公
民
館

で
苫
前
地
方
創
生
塾
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
わ
た
し
た
ち
が
主
役 

新
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
」
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
青
年
約

20
人
が
参
加
し
た
。

　

地
方
創
生
塾
は
道
教
委
の

道
民
カ
レ
ッ
ジ
が
主
催
す
る

講
座
で
、
苫
前
町
で
は
平
成

30
年
度
か
ら
２
ヶ
年
の
事
業

と
な
っ
て
い
る
。
塾
長
は
北

海
学
園
経
済
学
部
の
西
村
宣

彦
教
授
、
塾
生
か
ら
は
こ
れ

ま
で
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

報
告
が
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
西
村
教
授
が

「
人
口
減
少
で
の
地
域
の
再

生
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
、
終

了
後
に
は
参
加
者
と
の
座
談

会
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
て
い
た
。

学社融合事業「ふわっと探検」～苫前小学校２年生～
　

５
月
14
日
（
火
）
苫
前
小

学
校
（
本
間
博
樹
校
長
）
２

年
生
12
人
が
学
社
融
合
事
業

「
ふ
わ
っ
と
探
検
」
を
実
施

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
と
ま
ま

え
温
泉
ふ
わ
っ
と
に
て
、
職

員
の
案
内
に
よ
り
温
泉
施

設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
客
室
、

ホ
ー
ル
な
ど
を
見
学
し
、
仕

事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
う
け
た
。

　

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
宿

泊
の
収
容
人
数
は
」
、「
宿

泊
は
い
く
ら
」
な
ど
多
く
の

質
問
が
出
さ
れ
、「
難
し
い

仕
事
は
何
で
す
か
」
と
の
問

い
に
職
員
か
ら
は
「
ど
の
部

門
も
難
し
い
が
、
一
番
大
事

な
の
は
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
う
こ
と
」
と
語
っ
た
。
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白バイ走行を見学　～苫前小学校４年生～
　

５
月
14
日
（
火
）
苫
前
小
学

校
（
本
間
博
樹
校
長
）
４
年
生

13
人
が
校
内
駐
車
場
に
て
白
バ

イ
の
見
学
を
し
た
。

　

１
１
０
番
や
交
通
事
故
対
応

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
社
会
学
習

だ
が
、
羽
幌
警
察
署
で
行
う
全

国
地
域
安
全
運
動
、
春
の
交
通

安
全
決
起
大
会
に
参
加
す
る
旭

川
方
面
本
部
の
白
バ
イ
隊
走
行

を
、
苫
前
駐
在
所
の
江
本
孝
幸

所
長
の
仲
立
ち
に
よ
り
見
学
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

全
道
で
白
バ
イ
隊
は
約
30

人
、
旭
川
方
面
管
轄
で
は
４
人

し
か
い
な
い
。
白
バ
イ
隊
の
走

行
を
目
に
し
た
子
ど
も
ら
は

「
す
ご
い
！
格
好
い
い
！
」
と

感
想
を
話
し
て
い
た
。

苫前夕陽ヶ丘風力発電所４号機安全祈願祭
　

５
月
18
日（
土
）苫
前
夕
陽
ヶ

丘
風
力
発
電
所
４
号
機
の
建
設

工
事
安
全
祈
願
祭
が
現
地
で
行

わ
れ
、
町
、
議
会
、
工
事
関
係

者
ら
約
40
人
が
出
席
し
工
事
の

安
全
を
願
っ
た
。

　

リ
プ
レ
ー
ス
さ
れ
る
風
車
は

２
千
２
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
総
事

業
費
約
10
億
円
、
最
短
で
令
和

２
年
１
月
中
旬
の
運
転
開
始
を

目
指
し
て
い
る
。

　

福
士
敦
朗
町
長
は
「
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
先
端
を
い
く
本

町
、
加
え
て
、
風
力
発
電
に
よ

る
地
産
地
消
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
事
業
。
ま
た
、
リ
プ
レ
ー

ス
は
国
内
初
の
取
り
組
み
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
来
年
１

月
の
運
転
開
始
が
計
画
通
り
行

え
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

対戦相手の群馬県上野村とエール交換　～ 5/29 チャレンジデー～
　

５
月
21
日
（
火
）
町
長
室
に

お
い
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
対

戦
相
手
の
群
馬
県
上
野
村
（
う

え
の
む
ら
）
の
黒
澤
八
郎
村
長

に
、
福
士
町
長
が
電
話
で
エ
ー

ル
交
換
し
、
健
闘
を
誓
い
合
っ

た
。

　

群
馬
県
上
野
村
は
、
５
月
１

日
現
在
の
人
口
が
１
，
１
７
８

人
群
馬
県
の
最
南
端
に
位
置

し
、
県
内
で
は
最
も
人
口
が
少

な
く
合
併
し
な
い
宣
言
を
出
し

た
村
で
あ
る
。

　

福
士
町
長
は
「
近
年
は
あ
ま

り
勝
て
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
は

勝
た
せ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
の
第
一
声
に
対

し
、
黒
澤
村
長
は
「
初
め
て
の

挑
戦
な
の
で
、
胸
を
か
り
る
つ

も
り
で
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
応

じ
る
な
ど
ヤ
ル
気
が
感
じ
ら
れ

た
。

【
結
果
は
次
月
号
に
て
紹
介
し
ま
す
】

第 59 回苫前町商工会通常総会を開催
　

５
月
21
日
（
火
）
苫
前
町
公

民
館
講
堂
で
第
59
回
苫
前
町
商

工
会
通
常
総
会
が
委
任
状
も
含

め
98
人
の
会
員
が
参
加
し
、
福

士
町
長
ほ
か
来
賓
を
招
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　

渡
部
和
人
会
長
は
「
苫
前
町

は
１
次
産
業
が
好
調
。
ま
ち
を

住
み
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
小
規
模
事
業
者
に
も
意
義
あ

る
こ
と
と
考
え
る
。
商
工
会
に

は
専
門
的
な
職
員
も
い
る
。
何

よ
り
も
会
員
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
事
業
展
開
を
目

標
に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

こ
の
後
、
令
和
元
年
度
事
業

で
プ
レ
ミ
ア
ム
地
域
振
興
券
の

販
売
を
行
う
な
ど
を
含
め
た
議

案
８
件
す
べ
て
が
可
決
承
認
さ

れ
た
。

学社融合事業「公民館図書室の利用」　～古丹別小学校４年生～
　

５
月
23
日
（
木
）
に
古
丹
別

小
学
校
（
石
田
正
樹
校
長
）
の

学
社
融
合
事
業
「
公
民
館
図
書

室
へ
行
こ
う
」
が
開
催
さ
れ
、

４
年
生
10
名
が
本
の
分
類
や
貸

出
作
業
な
ど
を
体
験
し
た
。

　

は
じ
め
に
基
本
と
な
る
日
本

十
進
分
類
法
を
学
ん
だ
の
ち
、

公
民
館
図
書
室
で
は
さ
ら
に
細

か
く
分
類
し
て
い
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
２
人
１

組
に
な
り
分
類
を
使
っ
て
本
を

探
し
た
り
、
図
書
管
理
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
て
貸
出
作
業
等
を

行
っ
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
教
科
書
で
習

わ
な
い
こ
と
を
学
べ
た
。
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
貸
出
作
業
が
出

来
て
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
た
。
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「まちなかサロン」はじまる　～講話に誕生会など～
　

５
月
24
日
（
金
）
苫
前
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
今
年
度
の
「
ま
ち

な
か
サ
ロ
ン
」が
は
じ
ま
っ
た
。

こ
の
日
は
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
約

30
人
が
参
加
、
半
年
ぶ
り
の
再

会
に
笑
顔
を
交
わ
し
あ
っ
た
。

ま
た
、
福
士
町
長
も
か
け
つ
け

て
親
し
く
あ
い
さ
つ
、「
み
ん

な
で
楽
し
く
話
し
合
っ
て
生
き

が
い
を
見
つ
け
る
。
生
活
の
原

点
に
迫
る
事
業
だ
と
思
っ
て
い

る
。
行
政
も
引
き
続
き
応
援
し

て
い
き
た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　

ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
は
、
毎
月

第
１
週
目
を
除
き
毎
週
金
曜
日

の
午
後
１
時
～
４
時
ま
で
、
10

月
の
最
終
金
曜
日
ま
で
実
施
さ

れ
、
交
通
安
全
・
防
犯
講
話
、

町
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る
血

圧
測
定
と
栄
養
指
導
、
読
み
聞

か
せ
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
運
動
な
ど

を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

苫前商業高等学校進路リレー講話　～北海道マツダ販売 廣澤卓磨さん～
　

苫
前
商
業
高
等
学
校
（
佐
藤

雅
人
校
長
）
進
路
リ
レ
ー
講
話

が
５
月
24
日
（
金
）
同
校
で
行

わ
れ
、
北
海
道
マ
ツ
ダ
販
売

（
株
）
留
萌
店
の
廣
澤
卓
磨
さ

ん
が
、
自
ら
の
経
験
や
信
条
を

重
ね
、
学
ぶ
こ
と
、
働
く
こ
と

の
意
義
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

廣
瀬
さ
ん
は
「
車
販
売
の
仕

事
を
し
て
い
て
一
番
う
れ
し
か

っ
た
こ
と
は
、
お
客
さ
ん
に
名

前
を
覚
え
て
も
ら
っ
た
こ
と｣

と
話
し
た
。
お
客
さ
ん
に
頼
り

に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
か
ら

は
、
仕
事
に
も
身
が
入
る
よ
う

に
な
り
、
気
軽
に
声
を
掛
け
合

う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

生
徒
ら
は
、
廣
瀬
さ
ん
の
明

る
く
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
話
し
を

楽
し
く
聞
い
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。

マチを花でいっぱい　～フラワースマイル事業～
　

５
月
25
日
（
土
）
令
和
元
年

度
フ
ラ
ワ
ー
ス
マ
イ
ル
事
業
が

開
催
さ
れ
、
苫
前
・
古
丹
別
地

区
併
せ
て
１
０
２
名
が
参
加
、

花
植
え
作
業
を
行
っ
た
。

　

古
丹
別
地
区
は
例
年
ど
お
り

公
民
館
周
辺
で
、
苫
前
地
区
は

苫
前
花
愛
好
会
（
猪
股
正
博
会

長
）
が
管
理
す
る
三
角
点
ス

キ
ー
場
の
花
壇
及
び
郷
土
資
料

館
周
辺
の
２
箇
所
を
実
施
し
た
。

　

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
の
斉
数
範
章
会
長
が
「
こ
の

フ
ラ
ワ
ー
ス
マ
イ
ル
事
業
に

は
、
次
世
代
交
流
と
地
域
の
環

境
美
化
の
推
進
、
そ
し
て
花
愛

好
会
に
よ
る
美
化
運
動
に
も
町

内
会
と
し
て
協
力
を
し
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
、
両
地
区
あ
わ
せ

て
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
イ
ン
バ

チ
ェ
ン
ス
な
ど
約
９
０
０
本
の

花
を
植
え
た
。

小型ポンプ操法や火災防ぎょ訓練　～苫前町消防団総合演習～
　

５
月
26
日
（
日
）
に
役

場
駐
車
場
で
苫
前
町
消
防

団
（
瀬
川
信
昭
団
長
）
の

総
合
演
習
が
実
施
さ
れ
た
。

　

福
士
敦
朗
町
長
、
浅
野

貴
博
道
議
、
幸
崎
利
弘
羽

幌
警
察
署
長
ら
に
よ
る
服

装
点
検
、
閲
団
、
機
械
器

具
点
検
に
続
い
て
、
苫
前

分
団
の
訓
練
礼
式
、
古
丹

別
分
団
選
抜
チ
ー
ム
に
よ

る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
披

露
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
国
道
２
３
２

号
線
～
苫
前
二
丁
目
線
～

西
一
条
線
を
分
列
行
進
し

た
あ
と
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
出
火
の
想
定
で
、
通

報
か
ら
到
着
、
消
火
準

備
、
放
水
な
ど
の
訓
練
を

本
番
同
様
迅
速
に
行
っ
て

い
た
。

稲の管理と生きもの観察忘れずに　～学社融合事業「田植え」～
　

５
月
30
日
（
木
）
に
苫
前
小

学
校
（
本
間
博
樹
校
長
）
、
古

丹
別
小
学
校（
石
田
正
樹
校
長
）

の
校
庭
の
水
田
で
学
社
融
合
事

業
「
田
植
え
」
が
開
催
さ
れ
、

両
校
の
５
年
生
20
名
が
昔
な
が

ら
の
田
植
え
を
体
験
し
た
。

　

苫
前
町
農
業
協
同
組
合
青
年

部
長
の
上
田
卓
司
部
長
は
「
こ

の
水
田
で
は
約
10
㎏
の
お
米
が

収
穫
で
き
ま
す
。
秋
に
は
穂
が

で
き
る
が
、
毎
日
観
察
し
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
日
は
、
Ｊ
Ａ
苫
前
町
、

農
協
青
年
部
、
普
及
セ
ン

タ
ー
、
土
地
改
良
区
、
農
業
共

済
組
合
な
ど
の
関
係
者
が
集
ま

り
指
導
。
植
え
た
苗
は
農
協
青

年
部
ら
が
成
育
を
見
守
る
が
、

７
月
に
は
成
育
調
査
を
実
施
、

９
月
下
旬
頃
に
は
鎌
を
使
っ
た

稲
刈
り
が
実
施
さ
れ
る
。

苫
前
小
学
校

古
丹
別
小
学
校
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戦没者らの冥福を祈る　～平和の鐘奉賛会による慰霊法要～
　

５
月
12
日
（
日
） 

古
丹
別

緑
ヶ
丘
公
園
内
で
平
和
の
鐘
奉

賛
会(
伊
藤
通
康
会
長)

に
よ
る

慰
霊
法
要
が
開
催
さ
れ
、
留
萌

管
内
各
地
よ
り
約
40
人
の
遺
族

が
参
列
し
執
り
行
わ
れ
た
。

　

伊
藤
会
長
は
「
年
々
会
員
も

減
少
し
て
お
り
、
当
時
を
知
る

人
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
が

が
、
二
度
と
戦
争
の
な
い
平
和

社
会
の
建
設
に
向
け
、
今
後
も

平
和
の
鐘
慰
霊
祭
は
続
け
て
い

く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

福
士
町
長
か
ら
は
「
戦
後
74

年
が
経
ち
、
未
だ
に
世
界
で
は

テ
ロ
や
紛
争
が
起
き
て
い
る
。

世
代
を
超
え
て
恒
久
平
和
の
た

め
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
後
も
平
和
の
鐘
慰

霊
祭
が
継
続
し
て
挙
行
さ
れ
る

こ
と
を
切
望
す
る
」と
述
べ
た
。

第 56 回留萌管内少年少女東西対抗剣道大会・第 46 回留萌管内少年少女個人選手権大会
　

５
月
12
日
（
日
）
苫
前
中
学

校
体
育
館
で
第
56
回
留
萌
管
内

少
年
少
女
東
西
対
抗
剣
道
大

会
・
第
46
回
留
萌
管
内
少
年
少

女
個
人
選
手
権
大
会
兼
第
４
回

栄
花
杯
争
奪
剣
道
大
会
に
、
管

内
７
市
町
と
宗
谷
管
内
幌
延
、

豊
富
両
町
か
ら
約
90
人
の
小
中

学
生
が
出
場
し
、
熱
戦
を
く
り

ひ
ろ
げ
た
。

　

ま
た
、
大
会
の
後
半
で
は
小

平
町
以
南
を
東
軍
、
苫
前
町
以

北
を
西
軍
と
し
て
試
合
が
行
わ

れ
、
西
軍
が
23
勝
19
敗
５
分
で

昨
年
に
続
き
優
勝
し
た
。

　

５
月
12
日
（
日
）
に
第
48
回
目
と

な
る
古
丹
別
緑
ヶ
丘
公
園
さ
く
ら
ま

つ
り
が
同
公
園
内
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
爽
や
か
な
五
月
晴
れ
で

絶
好
の
花
見
日
和
で
あ
っ
た
。
園
内

の
さ
く
ら
は
見
頃
を
迎
え
、
町
内
は

も
と
よ
り
天
塩
町
、
増
毛
町
な
ど
か

ら
多
数
の
団
体
や
家
族
連
れ
ら
が
詰

め
掛
け
た
。

　

さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
渡

部
一
男
実
行
委
員
長
と
福
士
敦
朗
町

長
の
挨
拶
で
は
じ
ま
っ
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
留
萌
市
在
住

の
歌
手
神
林
留
美
子
さ
ん
の
ほ
か
、

留
萌
歌
謡
フ
レ
ン
ド
リ
ー
か
ら
２
人

の
友
情
出
演
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
。

ま
た
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
く
ま
だ
と
ま
お
」
く
ん
も
会
場
に

姿
を
見
せ
、
会
場
内
で
の
記
念
写
真

に
大
忙
し
だ
っ
た
。

　

苫
前
商
業
高
等
学
校
書
道
部
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、「
緑
が

丘
に
花
嵐
」
を
一
気
に
書
き
上
げ
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
上

が
っ
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
大
勢
の
方
が

参
加
し
、
自
慢
の
う
た
声
を
披
露
、

大
き
な
拍
手
と
と
も
に
お
ひ
ね
り
が

届
く
参
加
者
も
い
る
な
ど
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　

販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
商
工
会
女
性

部
や
古
丹
別
商
業
部
会
な
ど
が
そ
ば

や
た
こ
焼
き
な
ど
を
販
売
、
買
い
求

め
る
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

個人選手権入賞者
小学３年以下女子の部
　第３位　早川　桃華
小学3・4年生男子の部
　優　勝　後藤　皓斗
　第２位　小野寺龍太

苫前町分のみ掲載

絶好の天気で花見を満喫 ～第４８回古丹別緑ヶ丘公園さくらまつり～
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苫前町(その他執行機関)機構図

教育長
池田　文敏   

管 理 課
課長
　長澤　まゆみ

総 務 係
係長　田島　一史

岩崎　夕子(兼)

学 校 教 育 係
係長　田島　一史(兼)

事 務 局
局長
　宮野　　亘(併)    

農 政 係
係長　小笠原伴実
農 地 係
係長　小笠原伴実(兼)

岩崎　夕子

社 会 教 育 課
課長
　森　　哲也
課長補佐
　中村　達也(併)
課長補佐
　平井　裕美

社 会 教 育 係
係長　平井　裕美(兼)

佐藤　隆裕　　安藤　麻里　　阿部　拓矢
下田　　学(兼)　　神永　正輝(併)

公 民 館
館長
　森　　哲也(兼)

苫前町学校給食共同調理場
場長
　長澤　まゆみ(兼)

公 民 館 主 事 平井　裕美(兼)　　下田　　学(兼)

文 化 ス ポ ー ツ 係
係長　下田　　学

佐藤　隆裕(兼)　　安藤　麻里(兼)　　阿部　拓矢(兼)
神永　正輝(兼)

男女共同参画推進係
係長　平井　裕美(兼)

下田　　学(兼)　　安藤　麻里(兼)　　佐藤　隆裕(兼)
阿部　拓矢(兼)　　神永　正輝(兼)

■教育委員会

事 務 局
局長
　島田　秀美

総 務 係 宮前　伸之(併)　　立花　　望(併)■議会事務局

書 記
局長
　島田　秀美(併)

■監 査 委 員

事 務 局
局長
　成川　　敬(併)

総 務 係
係長　宮前　伸之(併)

総務財政課職員併任■選挙管理委員会

■農業委員会

苫前町(その他執行機関)機構図 太字が異動対象者（令和元年6月1日現在）

町長
福士　敦朗

副町長
小澤　哲也

総務財政課
課長
　成川　　敬
課長補佐
　加賀谷之治
　（社協へ出向）

総 務 係
係長　宮前　伸之

立花　　望　　川森　啓太(兼)　　開発　法起(兼)
宇野　陽助（道へ派遣）

情 報 管 理 係
係長　宮前　伸之(兼)

川森　啓太　　立花　　望(兼)

交 通 防 災 係
係長　工藤　純司(兼)

入江　祐稀

財 政 係
係長　名畑　克則

古林　佑介

経 理 係
係長　布市　光宏
管 財 係
係長　工藤　純司

開発　法起(再)　　布市　光宏(兼)　　入江　祐稀(兼)

企画振興課
課長
　平井　幸喜
課長補佐
　本田　　毅

地方創生・人口対策係
係長　平井　幸喜(兼)

田中　稔久　　西川　宏樹　　伊藤　信行(再)
奥塚　矩史（道から派遣）

広 報 広 聴 係
係長　平井　幸喜(兼)

今野　雄一(兼)

税務町民課
課長
　平井　栄治
課長補佐
　中村　達也
課長補佐
　萩原　里美　
主幹
　鴨田　　誠   

お も て な し 係
係長　萩原　里美(兼)

坂本　政恵　　石田　尚克　　星野　幸太（兼）

税 務 係
係長　鴨田　　誠(兼)

泉　　泰仁　　久保　元気　　星野　幸太
神永　正輝(兼)

保健福祉課
課長
　横野　宏和

し あ わ せ 係
係長　川森　和美

福井　美穂　　宇佐美知也　　長野　陽一
相田　理緒　　下向　駿弥　　宮前　香弥(兼)
新田　千佳子(兼)

け ん こ う 係
係長　横野　宏和(兼)
保健師長　宮前　香弥
保健師長　新田千佳子

宮﨑　　希　　水野　　桃　　小丹保隆二(再)
長野　陽一(兼)

古 丹 別 支 所
支所長　森　　哲也(併)

住 民 係
係長　中村　達也(兼)

神永　正輝　　平井　裕美(併) 　　下田　　学(併)
佐藤　隆裕(併)　　阿部　拓矢(併)

商 工 観 光 係
係長　本田　　毅(兼)

今野　雄一(兼)　　田中　稔久(兼)　　能登　孝貴(兼)

結 婚 サ ポ ー ト 係
係長　今野　雄一

農林水産課
課長
　宮野　　亘   

農 政 係
係長　桧森　隼人

佐藤　由貴　　助石　静治　　内田　亮人   
村上　武志　　戸川　恵介         

水 産 林 務 係
係長　佐藤　靖幸

有野　唯人

建 設 課
課長
　星　　輝美
課長補佐
　八代　光晴
主幹
　伊藤　　優
主幹
　高田　和彦

出 納 室
室長
　川村　　高（兼）

会計管理者
川村　　高

土 木 係
係長　伊藤　優（兼）

三上　修平

建 築 係
係長　三好　康夫

能登　孝貴

管 理 係
係長　伊藤　　優(兼)

福家　丈由　　三上　修平(兼) 

事 務 係
係長　伊藤　広和

森本　健太

渡辺　教人　　伊藤　広和(兼)    水 道 係
係長　八代　光晴(兼)
下 水 道 係
係長　伊藤　　優(兼)

福家　丈由(兼)

風 力 発 電 係
係長　高田　和彦(兼)

出 納 係
係長　松浦　有恒

■町長部局

広報とままえ　６月号　6頁



苫前町(その他執行機関)機構図

教育長
池田　文敏   

管 理 課
課長
　長澤　まゆみ

総 務 係
係長　田島　一史

岩崎　夕子(兼)

学 校 教 育 係
係長　田島　一史(兼)

事 務 局
局長
　宮野　　亘(併)    

農 政 係
係長　小笠原伴実
農 地 係
係長　小笠原伴実(兼)

岩崎　夕子

社 会 教 育 課
課長
　森　　哲也
課長補佐
　中村　達也(併)
課長補佐
　平井　裕美

社 会 教 育 係
係長　平井　裕美(兼)

佐藤　隆裕　　安藤　麻里　　阿部　拓矢
下田　　学(兼)　　神永　正輝(併)

公 民 館
館長
　森　　哲也(兼)

苫前町学校給食共同調理場
場長
　長澤　まゆみ(兼)

公 民 館 主 事 平井　裕美(兼)　　下田　　学(兼)

文 化 ス ポ ー ツ 係
係長　下田　　学

佐藤　隆裕(兼)　　安藤　麻里(兼)　　阿部　拓矢(兼)
神永　正輝(兼)

男女共同参画推進係
係長　平井　裕美(兼)

下田　　学(兼)　　安藤　麻里(兼)　　佐藤　隆裕(兼)
阿部　拓矢(兼)　　神永　正輝(兼)

■教育委員会

事 務 局
局長
　島田　秀美

総 務 係 宮前　伸之(併)　　立花　　望(併)■議会事務局

書 記
局長
　島田　秀美(併)

■監 査 委 員

事 務 局
局長
　成川　　敬(併)

総 務 係
係長　宮前　伸之(併)

総務財政課職員併任■選挙管理委員会

■農業委員会

山火事予防！

火事・救急は119番！ 北留萌消防組合消防署　苫前支署　TEl　64－2321
古丹別支署　TEl　65－4119

　今年も各地で山火事や野火が多発しております。山火事は一旦発生するとその消火は容易ではなく、
一瞬にして貴重な森林を焼失するとともに、その回復には長い年月と多くの労力を要することとなり
ます。これから、入山の機会も多くなり、特に、空気が乾いている日や風が強い日にはたき火や野焼
きをしないなど、火の取扱いには十分な注意をお願いいたします。

『忘れない 豊かな森と 火の怖さ』

・枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火
をしないこと。

・たき火等火気の使用中はその場所を離れず、使用後は
完全に消火すること

・強風時又は乾燥時には、たき火や火入れをしないこと。
・火入れを行う際には、許可を必ず受けること。
・たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず消

すとともに、投げ捨てしないこと。

山に入る際は
火気の使用は極力避け、

マナーを守って
入山しましょう。
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いざんば康健

健　　康
ばんざい

今
月
の
担
当
は 

宮
﨑
主
任
保
健
師 

で
す

「
夏
の
水
分
摂
取
と
熱
中
症
」

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
、
条
件
次
第
で
熱
中
症
に
か
か

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症

は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
の
工
夫

や
心
が
け
で
予
防
が
で
き
ま
す
。

も
し
何
か
あ
っ
た
と
き
の
た
め
に
、

対
応
に
つ
い
て
も
心
得
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

【
熱
中
症
の
初
期
症
状
】

□
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
、
一
時

的
な
失
神

　

熱
中
症
の
サ
イ
ン
と
な
る
症
状

で
す
。
一
時
的
に
意
識
が
遠
の
い

た
り
、
腹
痛
な
ど
の
症
状
が
出
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
脳
へ

の
血
流
が
損
な
わ
れ
、
一
時
的
に

気
を
失
い
、
突
然
倒
れ
る
よ
う
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

□
熱
け
い
れ
ん

　

手
足
の
筋
肉
が
ぴ
く
ぴ
く
と
け

い
れ
ん
し
た
り
、
足
が
つ
っ
た
り
、

手
足
の
し
び
れ
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
筋
肉
が
硬
く

な
っ
た
り
痛
み
を
伴
う
な
ど
、
筋

肉
痛
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
全
身
の
け
い

れ
ん
で
は
な
く
、
部
分
的
に
生
じ

る
こ
と
が
特
徴
で
、
意
識
も
は
っ

き
り
し
て
い
ま
す
。
熱
け
い
れ
ん

の
段
階
で
は
、
必
ず
し
も
高
体
温

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
危
険
な
症
状
と
応
急
処
置
】

　

右
記
の
よ
う
な
症
状
の
あ
る
と

き
は
、
重
症
な
熱
中
症
に
進
ん
で

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

応
急
処
置
と
し
て
、
呼
び
か
け

に
応
え
る
と
き
は
涼
し
い
場
所
へ

移
動
し
、
服
を
ゆ
る
め
体
を
冷
や

し
ま
し
ょ
う
。
自
力
で
水
分
摂
取

が
で
き
る
場
合
は
水
分
・
塩
分
の

補
給
を
し
ま
す
。
ま
た
、
呼
び
か

け
に
対
す
る
反
応
が
な
い
場
合
に

は
、
救
急
車
を
呼
び
、
到
着
す
る

ま
で
の
間
は
同
じ
よ
う
に
応
急
処

置
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
へ
の
対
応
】

　

ま
ず
は
意
識
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
意
識
が

朦も
う

朧ろ
う

と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な

対
応
で
様
子
を
み
ま
し
ょ
う
。

○
涼
し
い
日
陰
や
屋
内
へ
移
動
さ

せ
る
。

○
水
分
補
給
を
無
理
の
な
い
範
囲

で
少
し
ず
つ
行
う
。
→
水
分
だ

け
で
は
な
く
、
塩
分
も
一
緒
に

補
給
す
る
こ
と
も
大
切
（
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
塩
分
を
含
む

ア
メ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
梅
干
し

な
ど
が
お
す
す
め
）
。

○
ゆ
っ
た
り
し
た
姿
勢
で
安
静
に

し
、
保
冷
剤
や
冷
た
い
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
体
を
冷
や
す
（
首
筋

や
わ
き
の
下
が
効
果
的
）
。

　

多
く
の
場
合
は
改
善
し
ま
す
が
、

し
ば
ら
く
様
子
を
み
て
も
良
く
な

ら
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
予
防
と
水
分
補
給
】

　

夏
は
気
温
が
上
昇
す
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
水
分
が
体
か
ら
失
わ

れ
ま
す
。
出
か
け
る
と
き
に
は
飲

み
物
を
持
ち
歩
き
、
気
付
い
た
と

き
に
す
ぐ
水
分
補
給
で
き
る
環
境

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
日
常
的
な
水

分
補
給
で
は
、
水
（
飲
み
に
く
い

場
合
は
お
茶
）
が
理
想
的
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
す
る
と
尿
量

が
増
え
、
体
内
の
水
分
を
減
ら
し

て
し
ま
う
の
で
、
水
分
補
給
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

過
度
に
塩
分
を
摂
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
熱
中
症
予
防
と
し

て
、
日
々
の
食
事
を
通
し
て
程
よ

く
塩
分
を
摂
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

体
の
外
に
出
て
行
く
汗
に
は
水
分

だ
け
で
は
な
く
ミ
ネ
ラ
ル
等
も
含

ま
れ
る
た
め
、
汗
を
か
く
と
き
は

水
分
だ
け
で
は
な
く
塩
分
補
給
も

必
要
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
日
の
気
温
や
湿
度
を
知
り
、

自
分
の
体
調
も
考
え
な
が
ら
無
理

を
せ
ず
過
ご
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

【
水
分
補
給
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

一
日
に
飲
む
量
は
、
1.5
～
２
Ｌ

を
目
標
と
し
ま
し
ょ
う
。
持
病
に

よ
り
水
分
摂
取
制
限
の
あ
る
方
は
、

主
治
医
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

①
こ
ま
め
に
飲
む

　

一
度
に
た
く
さ
ん
の
水
分
を
摂

っ
て
も
、
う
ま
く
体
に
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
ま
め
に

少
量
の
水
分
を
摂
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

②
意
識
的
に
飲
む

　

「
の
ど
が
乾
い
た
」
と
い
う
タ

イ
ミ
ン
グ
で
は
、
体
の
中
の
水
分

量
が
不
足
す
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
の
ど
が
乾
い
て
い
な
い

と
き
も
、
意
識
的
に
水
分
を
摂
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
運
動
し
た
後
に
飲
む

　

激
し
い
運
動
を
し
た
直
後
だ
け

で
は
な
く
、
翌
日
も
体
の
中
の
水

分
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
直
後

の
み
で
は
な
く
、
翌
日
も
し
っ
か

り
水
分
補
給
し
て
回
復
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
1
時
間
以
上
の
運
動

を
す
る
と
き
は
疲
労
予
防
の
た
め

に
糖
質
を
含
ん
だ
も
の
も
効
果
的

で
す
。

【
こ
ど
も
の
水
分
補
給
】

《
乳
児
》

　

母
乳
や
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
い
る

時
期
は
、
水
分
摂
取
は
授
乳
の
み

で
十
分
で
す
。
水
分
を
与
え
る
場

合
は
、
離
乳
食
開
始
後
に
、
ス
プ

ー
ン
ひ
と
さ
じ
な
ど
少
量
か
ら
湯

ざ
ま
し
や
ベ
ビ
ー
用
麦
茶
な
ど
を

与
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
欲
し
が
ら

な
い
と
き
は
無
理
に
与
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
幼
児
》

　

遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
の
ど
の

渇
き
や
気
分
の
悪
さ
な
ど
の
サ
イ

ン
に
気
付
く
の
が
遅
く
な
り
ま
す
。

周
り
の
大
人
が
見
守
り
、
休
憩
や

水
分
補
給
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
お
家
に
着
く
ま
で
」

な
ど
、
水
分
補
給
を
大
人
の
ペ
ー

ス
で
判
断
し
な
い
こ
と
に
も
気
を

付
け
ま
す
。

【
高
齢
者
の
水
分
補
給
】

　

体
内
水
分
量
の
減
少
に
よ
り
脱

水
状
態
に
な
り
や
す
い
こ
と
に
加

え
、
体
が
脱
水
を
察
知
し
に
く
い

た
め
、
初
期
症
状
に
気
付
か
ず
、

水
分
補
給
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま

す
。
の
ど
が
乾
く
前
に
定
期
的
な

水
分
補
給
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

水
分
を
多
く
含
む
食
材
（
キ
ュ
ウ

リ
、
ナ
ス
な
ど
）
を
食
事
に
取
り

入
れ
る
こ
と
も
良
い
で
す
。

体
の
だ
る
さ
や
吐
き
気
が
あ
る
、
汗

の
か
き
方
が
異
常
（
拭
い
て
も
拭
い

て
も
汗
が
出
る
、
ま
っ
た
く
汗
を
か

い
て
い
な
い
な
ど
）、
体
温
が
高
く

皮
膚
を
触
る
と
熱
い

広報とままえ　６月号　8頁



アケ括包域地 りよだ

　令和元年度第1回の寿いきいき教室を５月９日（木）苫前町公民館で開催し、午前の部 41 名（一
般高齢者対象）、午後の部 26 名（元気いきいき教室の修了生対象）のご参加をいただき、体力測定（半
年に1回実施、次回は 11 月を予定）を実施しました。
　体力測定の結果については、次回７月の寿いきいき教室でお返ししますのでお待ちください。（５
月 24 日の元気いきいき教室同窓会参加者には先にお渡ししています。）
参加者からは「練習の効果が出て、1分間片足立ちができるようになった。」「体操を継続すると、
1年経っても維持できていることが分かり嬉しい。」「片足立ちが少しでも長くできるようにする
にはどうしたら良いか。」などの声があり、前回と今回の結果についてしっかりと振り返っている
姿がありました。
　また、体力測定の後は元気いきいき教室でもお世話になっている理学療法士の渡辺晋輔氏を講
師に迎え、「元気いきいき体操～転倒予防編～」と題し、これまで実施していた元気いきいき体操
の基本編とは違い、下肢筋力の強化に効果がある体操について教えていただきました。今回は二
重課題トレーニング（座って足踏みをしながら、100 から７を引いていく暗算をしたり、野菜の
名前を言うなど、身体を動かすことと脳を使うことを同時に行う方法）についても紹介があり、「運
動は何歳からでも、体力に自信がない方こそ、正しい方法で取り組めば効果がある。」と話をいた
だき、参加者全員で元気いきいき体操の実技指導を受けました。

寿いきいき教室

　５月 24 日（金）、とままえ温泉ふわっと風 W ホールを会場に「第６回元気いきいき教室同窓会」

を開催しました。

　この同窓会は、先月の広報で紹介した「元気いきいき教室」を前年度までに修了した方を対象に、

継続して運動機能の維持・向上等の介護予防に取り組めるよう、地域リハビリテーション活動支

援事業として平成26年度より年1回実施しており、今回は卒業生76名中30名の参加がありました。

　元気いきいき教室の講師でもある渡辺理学療法士と北風言語聴覚士を迎え、講話と実技指導を

受け、日ごろ実施している元気いきい

き体操や転倒予防体操、舌や口を動か

す健
けん

口
こう

体
たい

操
そう

のポイントを振り返った

り、足指体操と顔じゃんけんを組み合

わせた体操などを楽しく行いました。

　午後からはそれぞれの取り組み状況

について意見交換し、元気で過ごせる

時間を少しでも長くするための方法に

ついて話し合いました。

元気いきいき教室同窓会

お問い合わせ　　苫前町地域包括支援センター　　☎　６４－２２１５

◆事業のお知らせ◆
　７月18日（木）の寿いきいき教室は、毎年好評をいただいている音楽療法士の畠山悠子氏を講師
に迎え、苫前町公民館で9時30分より開催します。お誘い合わせのうえご参加ください。
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つくろう健康　幸せの未来づくり

お問い合わせ　　苫前町保健福祉課しあわせ係　（☎６４－２２１５）

保護介 ドイガ険

介護保険で利用できるサービスについて
【福祉用具購入費の支給について】
　日常生活の自立を助けたり、介護者の負担を軽くするために購入した特定福祉用具のうち排泄・入浴など
貸与になじまないもの（厚生労働大臣が定めるもの）を購入した場合、必要な書類を申請することにより、
支払金額の９割（一定以上所得者は８割）を後から払い戻しできるサービスです。
○支給の対象は以下の５種類です。 

・腰掛便座（ポータブルトイレ、便座の底上げ部材を含む）
・特殊尿器（自動排せつ処理装置の交換部品）
・入浴補助具（浴槽用手すり、入浴用いす、入浴用介助ベルト等）
・簡易浴槽
・移動用リフトのつり具

【※ご注意ください※】
・福祉用具販売の指定を受けている事業所から購入した場合にのみ保険給付の対象となります。
・要介護度にかかわらず、毎年４月から翌年３月までの1年間で 10 万円（支給は 9 万円または 8 万円）が

上限額となります。同一品目は原則1年に1回のみが支給対象です。
・購入前に、担当ケアマネージャーまたは地域包括支援センターへご相談ください。

【住宅改修費の支給について】
　介護に必要な手すりの取付け、段差解消などの小規模な住宅改修を行う場合に、厚生労働大臣が定めた改
修の種類であれば、改修後に支払金額の９割（一定以上所得者は８割）を払い戻しできるサービスです。
　苫前町では、「償還払い」によるほか、一時的な負担軽減を行い住宅改修制度を利用しやすくするため、「受
領委任払い※」制度を定めています。
　「受領委任払い」とは、利用者は費用額の1割または２割のみを登録施工業者に支払い、保険給付分の９割
または８割は受領に関する委任を受けた登録施工業者に直接支払う制度です。
○支給の対象となる改修

・手すりの取付け
・段差や傾斜の解消
・滑りにくい床材及び移動しやすい床材又は通路面の材料の変更
・引き戸等への扉の取替え、扉の撤去
・洋式便器等への便器の取替え
・その他上記の住宅改修に付帯して必要となる改修工事

○手続きの流れ
償還払い 受領委任払い

①相談・検討 ケアマネージャー等に相談します。 ケアマネージャー等に相談し、登録のあ
る事業者を選びます。

②申請 工事を始める前に、住宅改修が必要な理由書や申請書、改修予定箇所の写真(日付入)
等、必要書類を提出し、改修の申請をします。

③工事・支払い ・審査結果を受けてから着工します。
・改修後、写真を撮影します(日付入)。
・改修費用をいったん全額自己負担して
事業者に支払います。

・審査結果を受けてから着工します。
・改修後、写真を撮影します(日付入)。
・改修費用の１割または２割を事業者に
支払います。

④工事完了の手続き 工事が完了したら、領収書や改修が完成
した写真(日付入)等を提出します。

工事が完了したら、１割または２割分の
領収書や改修が完成した写真(日付入)等を
提出します。

⑤改修費の支給 支給決定通知書が届いた後、指定口座へ
９割または８割分の住宅改修費が振り込
まれます。

支給決定通知書が届いた後、事業者へ９
割または８割分の住宅改修費が振り込ま
れます。

【※ご注意ください※】
　・要介護度にかかわらず、20 万円（支給は 18 万円または 16 万円）が上限額となります。
　・介護保険被保険者証に記載された住所での改修が対象となります。
　・住宅の新築に伴う改修やリフォームは支給対象になりません。

・転居や要介護度が著しく高くなった場合は、再度支給を受けることが出来ます。

介 護 保 険 ガ イ ド

広報とままえ　６月号　10頁


